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第三章 高齢化等の現状と見込み 
 この章では、本県における⾼齢化や要介護認定率など、⾼齢者及び⾼齢者介護を巡る現状と
将来展望を整理します。 
 
 
１ 人口、高齢者数・高齢化率等 

今後も県内全域で⾼齢化が進行します。中山間地域では⾼齢者数がすでに減少しはじめて
いる地域もありますが、こうした地域では生産年齢人口が急減しており、いずれにしても⾼
齢化率は上昇していくとともに各種サービスの担い手は減少していく見込みです。 

 
(表１) 令和５(2023)年４月１日現在人口及び高齢化率等            

 (単位:人、％)  

区 分 
人口 

計 ⾼齢化率 75歳以上 

 65〜74歳 75歳以上  人口割合 

a 
b=c+d 人口 人口 e= f= 

 c d b/a*100 d/a*100 

全  国 1,24,470,000 36,190,000 16,430,000 19,760,000 29.1 15.9 
鳥取県 539,190 178,391 82,545 95,846 33.1 17.8 
出典：全 国 総務省統計局人口推計(年齢５歳階級男女別人口令和5年４月概算値) ●→確定値に置き換える。（→

９月公表） 
鳥取県 人口は鳥取県統計課、65歳以上人口は介護保険月報報告に基づく第１号被保険者数。 

 
(表２) 鳥取県の人口と高齢化率等の推移(これまで/今後) 
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  (単位：人、％) 

出典：① 昭和55年〜平成27年：国勢調査 
② 令和２年人口：鳥取県人口移動調査、65歳・75歳以上人口は介護保険月報報告に基づく第１号被保険者数 
③ 令和７年以降：社会保障・人口問題研究所『日本の地域別将来推計人口』（平成30（2018）年推計） 

 
県の⾼齢化率の上昇は、平成12（2000）年をピークに上昇し、徐々に緩やかになっていま

す。 
  ⾼齢者数は、令和5（2023）年4月1日時点で274,237人、令和17（2035）年には約29万人

まで増加する見込みです。 
  一方、65歳未満人口は、令和５年（2023）年４月１日時点の264,953人から令和17（2035）

年には約20万人にまで減少する見込みです。 
 
 
２ 世帯の状況 

国立社会保障・人口問題研究所公表の推計では、令和2(2020)年において、本県全約21.5万
世帯中約2.7万世帯が⾼齢者夫婦世帯です。 

⾼齢者夫婦世帯は、令和7(2025)年頃にピークを迎え減少に向かう見込みですが、75歳以上
及び85歳以上のみからなる世帯は、その後も増加する見込みとなっています。 

また、⾼齢者単身世帯は、令和2(2020)年時点で約2.8万世帯あり、令和17(2035)年に向け
て増加傾向が続く見込みです。 

一世帯当たり人員は、平成12(2000)年の3.0人から令和2(2020)年は2.5人に減少しており、
今後さらに減少していく見込みです。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

区分 
これまで 今後の見込み 

昭和55年 
(1980年) 

平成2年 
(1990年) 

平成12年 
(2000年) 

平成22年 
(2010年) 

平成27年 
(2015年) 

令和2年 
(2020年) 

令和7年 
(2025年) 

令和12年 
(2030年) 

令和17年 
(2035年) 

総人口 604,221 615,722 613,289 588,667 573,441 552,209 536,747 516,255 494,893
65歳未満

人口 502,136 474,915 418,162 349,958 314,550 282,517 247,798 222,805 204,983
65歳以上 

人口 74,474 99,728 134,984 153,614 169,092 177,079 182,493 180,269 176,259
75歳以上 

人口 27,611 41,079 60,143 85,095 89,799 92,613 106,456 113,181 113,651

⾼齢化率 12.3 16.2 22.0 26.3 29.7 32.1 34.0 34.9 35.6
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３ 要介護認定者数及び認定率 
  本県の要介護(支援)認定者は、令和5(2023)年4月1日現在35,051人です。今後団塊世代の加

齢に伴い増加が見込まれ、令和17(2035)年度には3万7千人を超える見込みです。 
一方、この要介護(支援)認定者数は過去に行った推計値より現状で約2,000人程度少なく推

移しており、減少の一部については介護予防などの取組が一定の成果を上げているものと推
測されます。 

今後も、フレイル対策など、虚弱や介護を予防する取組を普及させていくことが重要です。 
 
 
(表３) 要介護(支援)認定者数及び認定率の推移(これまで/今後) 
 

           (単位：人、％) 

出典：① 2005 年度〜2020 年度：介護保険事業状況報告(年報)による各年度末数値 
   ② 2025 年度〜：各市町村に各歳別人口及び要介護認定者数を調査し、年齢別の死亡率、要介護認定者数より、県⻑寿社会課

で推計した。なお、2 号被保険者にかかる要介護認定者数は、概算で 500 人と設定。 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

区分 
これまで 今後の見込み 

平成17年 
(2005年) 

平成22年 
(2010年) 

平成27年 
(2015年) 

令和2年 
(2020年) 

令和7年 
(2025年) 

令和12年 
(2030年) 

令和17年 
(2035年) 

第1号被保険者
数(a) 146,685 152,616 170,033 178,213 178,373 173,828 166,568 

要介護 
認定者数 26,339 29,847 34,230 35,229 35,827 36,918 38,275 

うち１号被保
険者(b) 25,614 29,042 33,604 34,686 35,327 36,418 37,775 

要介護認定率 
(b)/(a) 17.5 19.0 19.8  19.5 19.8 21.0 22.7 
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(参考) 介護度別の状況と見込み 
各年 

4月 
要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 計 

2023 
4,184 5,901 5,747 6,280 4,663 4,704 3,488 34,967 

12.0% 16.9% 16.4% 18.0% 13.3% 13.5% 10.0% 100.0% 

2025 
4,237 5,966 5,804 6,337 4,716 4,740 3,527 35,327 

12.0% 16.9% 16.4% 17.9% 13.4% 13.4% 10.0% 100.0% 

2030 
4,414 6,164 6,021 6,523 4,816 4,870 3,610 36,418 

12.1% 16.9% 16.5% 17.9% 13.2% 13.4% 9.9% 100.0% 

2033 
4,530 6,293 6,175 6,659 4,919 4,960 3,672 37,210 

12.2% 16.9% 16.6% 17.9% 13.2% 13.3% 9.9% 100.0% 

2035 
4,575 6,370 6,287 6,758 4,975 5,055 3,735 37,755 

12.1% 16.9% 16.7% 17.9% 13.2% 13.4% 9.9% 100.0% 

 
(参考) 年齢別要介護認定率 
 市町村照会を集計した2023.4現在の本県の各歳別要介護認定率は下表のとおり。フレイル対
策、介護予防対策により健康寿命を延伸し、以下の状況・割合を少しでも改善していくことが
目標となります。 

年齢 要介護認定率 

要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 合計 

65 0.3% 0.3% 0.3% 0.3% 0.3% 0.2% 0.3% 1.9% 

66 0.3% 0.5% 0.3% 0.4% 0.3% 0.3% 0.3% 2.3% 

67 0.4% 0.5% 0.3% 0.5% 0.3% 0.3% 0.3% 2.6% 

68 0.5% 0.9% 0.5% 0.4% 0.3% 0.4% 0.3% 3.3% 

69 0.5% 0.8% 0.4% 0.7% 0.4% 0.3% 0.4% 3.5% 

70 0.7% 0.9% 0.5% 0.7% 0.6% 0.5% 0.5% 4.3% 

71 0.7% 0.8% 0.7% 0.7% 0.6% 0.6% 0.6% 4.7% 

72 0.9% 1.2% 0.6% 0.9% 0.6% 0.5% 0.5% 5.3% 

73 0.9% 1.3% 0.8% 1.0% 0.9% 0.7% 0.7% 6.3% 

74 1.1% 1.4% 1.1% 1.3% 0.8% 0.7% 0.6% 7.0% 

75 1.4% 1.7% 1.3% 1.5% 0.9% 1.0% 0.8% 8.4% 

76 1.6% 2.2% 1.5% 1.5% 1.0% 1.1% 0.8% 9.8% 

77 1.9% 1.9% 1.9% 1.5% 1.4% 1.2% 1.1% 11.0% 

78 2.2% 2.5% 2.4% 2.4% 1.6% 1.5% 1.1% 13.6% 

79 2.8% 3.1% 3.0% 2.6% 1.7% 1.5% 1.2% 15.9% 

80 2.9% 3.7% 3.1% 2.7% 1.9% 1.8% 1.5% 17.6% 

81 3.7% 4.1% 4.2% 3.5% 2.1% 2.5% 1.8% 21.9% 

82 3.9% 4.4% 4.5% 4.3% 2.6% 2.5% 1.8% 24.1% 

83 4.3% 5.3% 5.4% 5.1% 2.5% 2.7% 2.4% 27.8% 

84 5.2% 6.1% 6.3% 5.3% 3.9% 3.8% 2.5% 33.1% 

85 5.2% 6.1% 6.3% 5.9% 4.4% 3.9% 3.0% 34.6% 

86 5.7% 7.0% 7.7% 6.7% 4.5% 5.1% 4.0% 40.8% 

87 5.7% 8.3% 8.4% 8.0% 5.5% 5.4% 4.0% 45.3% 

88 6.1% 9.0% 10.1% 9.0% 6.8% 6.3% 5.0% 52.3% 

89 5.8% 9.6% 10.2% 10.9% 8.1% 7.1% 4.7% 56.3% 

90 6.6% 10.0% 10.0% 11.7% 8.4% 7.8% 5.1% 59.6% 

91 6.7% 10.0% 11.2% 12.8% 9.6% 8.6% 6.1% 65.0% 

92 4.8% 11.0% 11.3% 15.1% 10.5% 11.7% 6.7% 71.0% 

93 6.0% 10.8% 10.4% 14.7% 11.7% 12.4% 7.3% 73.3% 

94 4.6% 10.2% 11.6% 15.5% 12.2% 13.4% 8.7% 76.2% 

95 4.5% 10.5% 10.4% 16.6% 15.1% 13.5% 10.7% 81.2% 

96 3.4% 10.2% 9.7% 16.1% 14.4% 15.7% 13.1% 82.5% 
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97 2.5% 7.8% 10.9% 16.9% 15.5% 20.4% 13.7% 87.7% 

98 3.2% 8.8% 9.3% 15.0% 15.7% 20.6% 14.7% 87.3% 

99 2.3% 6.2% 10.4% 15.1% 17.4% 22.3% 18.2% 91.9% 

百歳以上 1.0% 4.5% 6.1% 15.7% 18.7% 24.2% 20.6% 90.7% 

総計 2.3% 3.3% 3.2% 3.5% 2.6% 2.6% 2.0% 19.6% 

 
(表４)団塊世代の要介護認定者の見込み数 
 人数の多い団塊世代は現在７５歳前後にある。2023.4時点で73〜75歳の者の要介護者数は
2,079人となっている。今後、団塊世代の方がどれだけ⻑く健康であるかが、重要なポイントと
なる。年齢ごとの要介護認定率が現状のままであるとすると、下表の見込みとなる。 

(単位 : 人) 
 2023.4 2025.4 2030.4 2033.4 2035.4 

(2年後) (7年後) (10年後) (12年後) 

年齢 73～75 75～77 80～82 83～85 85～87 

人数 28,655 27,673 24,238 21,370 19,050 

要介護 

認定者数 

実際値 2,079 - - - - 

見込み - 2,693 5,135 6,793 7,643 

 
(参考) 要介護3以上の者の暮らしの場所 
 2023.4に要介護認定を行った者に関し、悉皆調査を行ったところ、要介護3以上の方で、自宅
で生活している者は31%です。 

 要介護３ 要介護４ 要介護５ 総計 
自宅 49.6% 20.3% 23.8% 31.1% 
病院 14.4% 23.3% 28.1% 21.8% 
サービス付き⾼齢者向け住宅 4.9% 5.3% 4.3% 4.9% 
有料老人ホーム 3.4% 0.7% 1.7% 1.9% 
介護老人保健施設 9.1% 10.7% 11.3% 10.3% 
特別養護老人ホーム 3.4% 14.0% 13.0% 10.2% 
介護医療院 0.0% 2.0% 0.9% 1.0% 
認知症⾼齢者グループホーム 3.4% 3.0% 1.3% 2.6% 
居宅系サービス施設等 1.9% 1.7% 0.0% 1.3% 
その他の施設 1.9% 4.0% 4.8% 3.5% 
その他・不詳 8.0% 15.0% 10.8% 11.4% 
総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 
 
４ 認知症高齢者数等 

認知症者数に関する全国統計はありませんが、本県では市町村の協力のもと3年ごとに「鳥
取県認知症者生活状況調査」として、調査実施年の4月における1か月間の要介護(支援)認定者
に関し、主治医意見書の「認知症⾼齢者の日常生活自立度」欄の記載内容を調査し、その割
合から県内の認知症⾼齢者数を推計しています。 

この調査から、本県の2023年4月時点の認知症⾼齢者数(＝認知症⾼齢者の日常生活自立度
(以下「日常生活自立度」と記載)Ⅱ以上の方)は、約22,200人と推計されます。ただし、実際
には認知症の症状がありながら、要介護認定の申請を行わない⾼齢者も一定数あることから、
実態としてはさらに多いことが推測されます。 
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令和5(2023)年度鳥取県認知症者生活状況調査 
  令和5(2023)年4月に要介護認定が行われた件(調査分⺟)について分析 
 

推計数=令和5年4月各集計数値× 令和5年4月の要介護(要支援)認定者数      35,051人 
令和5年4月認定の要介護(要支援)認定者数の計  1,867人 

令和5(2023)
年 

4月認定者数 

4月認定者数に関する日常生活自立度別内訳 

自立 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ M 

1,867人 
(100.0％) 

286人 
(15.3％) 

397人 
(21.3％) 

593人 
(31.8％) 

430人 
(23.0％) 

141人 
(7.6％) 

20人 
(1.1％) 

   注)「不明」は、転入等の場合に生じる。表の掲載は省略する。 
※１ 要介護認定調査における「認知症⾼齢者の日常生活自立度」 

自立度 判  定  基  準 
Ⅰ 何らかの認知症状を有するが、日常生活は家庭内及び社会的にほぼ自立している。 
Ⅱa 家庭外で、日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが見られても、誰かが注意していれば自立でき

る。 
Ⅱb 家庭内でも上記Ⅱの状態が見られる。 
Ⅲa 日中を中心として、日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが時々見られ、介護を必要とする。 
Ⅲb 夜間を中心として、日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが時々見られ、介護を必要とする。 
Ⅳ 日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが頻繁に見られ、常に介護を必要とする。 
Ｍ 著しい精神症状や問題行動或いは重篤な身体疾患(意思疎通が全くできない寝たきり状態)が見られ、専門医療を必要とす

る。 
※２ＭＣＩとは、健常者と認知症の人の中間の段階にあたる症状で、認知機能(記憶、決定、理由づけ、実行など)のうち１つの機能
に問題が生じてはいますが、日常生活には支障がない状態のことです。 
 
  

4 月に鳥取県内で要介護(要支援)認定が行われた者について、主治医意見書に記載された
認知症⾼齢者の日常生活自立度(以下「日常生活自立度｣と記載)別の状況等を、年齢、住
まいの場所等とともに一覧化(保険者である市町等に照会) 

当該数値に対し、介護保険事業報告月報令和 5(2023)年 4 月の要介護(要支援)認定者数を
掛け戻して、要介護(支援)認定者全体に占める認知症者数等を推計 
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(表５) 鳥取県の認知症者数／日常生活自立度別 
                                                               (単位：人)  

調査 
時点 

要介護(支援) 認
定者数 日常生活自立度別人数＜推計＞ 

＜実数＞ 自立 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ М 

2023/4/1 
 〜30 35,051 

5,371 7,453 11,132  8,073 2,647  375 
Ⅱ以上の者      22,227 〔全体の約 63.4％〕 

Ⅲ以上の者 11,095 〔全体の約 31.7％〕 

2020/4/1 
 〜30 34,851 

6,578 6,303 10,643 8,148 2,521 625 
Ⅱ以上の者     21,937〔全体の約 62.9％〕 

Ⅲ以上の者 11,294〔全体の約 32.4％〕 

2017/4/1 
 〜30 34,368 

6,070 6,706 10,492 7,891  2,573  564  
Ⅱ以上の者     21,520〔全体の約 62.6％〕 

Ⅲ以上の者 11,028〔全体の約 32.1％〕 

2014/4/1 
 〜30 33,192 

6,814 5,862 10,301 6,628 2,659 693 
Ⅱ以上の者        20,281〔全体の約 61.1％〕 

Ⅲ以上の者 9,980〔全体の約 30.1％〕 
※「鳥取県認知症者生活状況調査」に基づく県⻑寿社会課推計。  
※「日常生活自立度別人数」は、「不明」の者を省いて掲載。 
 
(表６) 認知症者の暮らしの場所／日常生活自立度別 

単位 : 上段 : 人、下段 : ％    
暮らしの場所 自立 Ⅰ Ⅱａ Ⅱｂ Ⅲａ Ⅲｂ Ⅳ Ｍ 総計 

自宅 213 270 150 225 142 48 37 5 1,090 
74% 68% 66% 61% 44% 45% 26% 25% 58% 

病院 31 66 28 31 38 10 26 2 232 
11% 17% 12% 8% 12% 9% 18% 10% 12% 

サービス付き高齢
者向け住宅 

3 13 6 18 18 7 5 1 71 
1% 3% 3% 5% 6% 7% 4% 5% 4% 

有料老人ホーム 3 3 1 10 6 0 3 0 26 
1% 1% 0% 3% 2% 0% 2% 0% 1% 

介護老人保健施設 4 11 10 21 37 15 12 0 110 
1% 3% 4% 6% 11% 14% 9% 0% 6% 

特別養護老人ホー
ム 

0 2 4 16 30 7 20 4 83 
0% 1% 2% 4% 9% 7% 14% 20% 4% 

介護医療院 0 0 0 2 1 1 2 2 8 
0% 0% 0% 1% 0% 1% 1% 10% 0% 

認知症高齢者グル
ープホーム 

0 0 1 5 13 2 4 0 25 
0% 0% 0% 1% 4% 2% 3% 0% 1% 

居宅系サービス施
設等 

1 1 1 10 1 1 0 0 15 
0% 0% 0% 3% 0% 1% 0% 0% 1% 

その他の施設 7 8 9 9 12 4 7 3 59 
2% 2% 4% 2% 4% 4% 5% 15% 3% 

その他・不詳 24 23 17 19 25 12 25 3 148 
8% 6% 7% 5% 8% 11% 18% 15% 8% 

総計 286 397 227 366 323 107 141 20 1,867 
※2023.4に要介護認定(新規、更新、変更、転入)が行われた者に関し、県⻑寿社会課で集計 
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５ 透析を要する要介護者 

 鳥取県認知症者生活状況調査(本章４参照)の実施に合わせ、透析を要する要介護者に関し、
新たに調査を行いました。その結果、透析を受けている要介護(支援)の方は約540人と推計し
ました。 

 
(表７) 透析を受けている方の暮らしの状況等 
2023.4に介護認定を行った者(a) 1,874人 
うち透析を受けている方(b) 29人 

内 
 
 
 

訳 

透析を受けている
方の暮らしの場所 

自宅 19  
病院 6  
その他 4  

透析を受け
ている方の
介護度 

要介護１ 1  
要支援２ 7  
要介護１ 0  
要介護２ 5  
要介護３ 6  
要介護４ 8  
要介護５ 2  

※調査方法 = 2023年4月に要介護認定を行った者(更新を含む)に関し、医師意見書の記載又は市町村の管理する 
介護保険受給者台帳より、透析を行っている者を集計。 
 
６ 介護保険費用と介護保険料 

 要介護(支援)認定者の増加に伴い、介護保険費用、第一号被保険者介護保険料とも、増加の
一途をたどっています。 

 
(表８) 介護保険費用と介護保険料の推移 

区分 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 
(見込み) 

要介護(支援)認定者数 
(単位:人) 17,920  26,339  29,817  34,230  34,856  35,827 

年間介護保険費用 
(単位:百万円) 26,184  41,219  48,818  57,420  58,448   ● 

第1号被保険者介護保険料月額(単位:
円) 2,891  3,638  4,513  5,420  6,433   ● 
※2025年は保険者報告数値に基づく県⻑寿社会課推計。 
  

2023.4 現在の要
介護(支援)者数
(c) 

35,051 人 

透析を受けてい
る方の推測数
((b/a)*c) 

542 人 
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(表９) 第一号被保険者保険料 
保険者名 第７期保険料 

基準額（月額）（円） 
第８期保険料 
基準額（月額）（円） 

第９期保険料 
基準額（月額）（円） 

鳥取市 6,500  6,333   
米子市 6,480  6,480   
倉吉市 6,392  6,392   
境港市 6,378  6,378   
岩美町 7,056  6,432   
若桜町 6,500  6,500   
智頭町 6,100  6,100   
八頭町 6,900  6,900   
三朝町 6,700  6,700   
湯梨浜町 6,000  6,200   
琴浦町 6,000  5,700   
北栄町 5,760  5,760   
大山町 6,946  6,946   
日南町 5,700  5,700   
日野町 7,459  6,859   
江府町 6,800  7,200   
南部箕蚊屋広域連合 5,917  5,804   
鳥取県平均保険料基
準額（加重平均） 6,433  6,355   

 
 
 
７ 県⺠意識調査 

 ⾼齢者を巡る諸状況について、「県政参画電子アンケート会員」を対象に意識調査を行い
ました。その結果は次のとおりです。 
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(意識調査結果概要) 
 
実施時期    : 2023.7.18 〜 2023.7.28 
実施方法    : インターネットによるアンケートフォームへの回答 
対象者数    : 756名 
回答数(回答率) : 430名 (56.9%) 
回答者の属性  : 10代 7名、 20代 29名、30代 86名、40代 110名、 
50代 106名、60代 55名、70代 28名、80代〜 9名 
男性183名、女性247名 
介護経験あり158、介護経験なし272名 
 
問1は属性に関する問いであり記載省略 
 
問2 同居する家族を介護すると想定した場合、あなたが不安に思うことは何ですか。当てはま
るものをすべて選択してください。     

回答枝 回答者数 構成比 
1  費用 364 84.6% 
2 自らの体力・健康 325 75.6% 
3 仕事との両立 297 69.1% 
4 学業との両立 8 1.9% 
5 子育て等家庭との両立 124 28.8% 
6 自宅のリフォーム 114 26.5% 
7 その他 18 4.2% 
 
問3 介護に要する費用は、介護保険料として、40歳以上の方が、それぞれ収入に応じて負担し
ています。65歳以上の方の介護保険料の基準額は、現在概ね月額6,000円前後です。この額は介
護を要する方が増えていくため、今後上昇していく見込みです。この点について、あなたの考
えにもっとも近いものを教えてください。   

回答枝 回答者数 構成比 
1 必要な支出なので、費用負担の上昇はやむを得ない。 186 43.3% 
2 介護の質や体制が多少低下するとしても、現在程度の費用負担
に留めてほしい。 204 47.4% 
3 介護の質や体制がかなり低下してもやむを得ないので、費用負
担を軽くしてほしい。 40 9.3% 
 
問4 新型コロナウイルスにより、地域におけるさまざまな住⺠参加行事が滞りがちとなり、施
設入所者と家族の面談にも制限がかかるなど、人々の暮らしが大きく影響を受けました。 
引き続きコロナウイルスへの感染リスクはあり、一部の施設では今も面会制限が行われていま
す。重症化リスクが高いとされる高齢者との交流について、あなたの考えにもっとも近いもの
を教えてください。    

回答枝 回答者数 構成比 
1 感染のリスクはあるが、⾼齢者の生きがい、生活の質を踏ま
えると、コロナ前の状態と同様の交流、面談を確保すべきであ
る。 

171 39.8% 

2 ⾼齢者との交流事業は控え目の方が良いが、施設に入所して
いる⾼齢者については、家族やボランティアなどとの交流を、コ
ロナ前と同様の状態とすべきである。 

185 43.0% 
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3 引き続きコロナの感染リスクはあり、重症化しやすい⾼齢者
との交流は控え目にすべきである。 74 17.2% 

 
問5 あなた自身の高齢期の暮らしについて、あなたの希望にもっとも近いものを教え 
てください。 

回答枝 回答者数 構成比 
1 介護を要することとなっても、できるだけ住み慣れた自宅で
暮らしたい。 149 34.6% 

2 介護を要することとなったら、自身の家事なども大変になる
し、家族に負担をかけるので、介護施設で暮らしたい。 232 54.0% 

3 元気なうち(要介護となる以前)から、⾼齢者向け住宅などで、
安心して暮らしたい。 49 11.4% 
 
問6 あなた自身の高齢期の生活について、あなたの希望にもっとも近いものを教えてください。 

回答枝 回答者数 構成比 
1 できるだけ⻑く働きつづけたい。 139 32.3% 
2 ボランティア活動をしたい。 30 7.0% 
3 定年退職とともに、旅行や趣味等に時間とお金を使 
いたい。 192 44.7% 

4 社会と少し距離を置き、静かに暮らしたい。 69 16.1% 
 
問7 鳥取県の健康寿命は、都道府県比較(直近の2019年調査)で男性が下から数えて３位（全国
45位）、女性が下から７位（全国41位）と、とても低くなっています。高齢期の健康な暮らし
について、あなたの考えにもっとも近いものを教えてください。 

回答枝 回答者数 構成比 
1 若いころから健康に充分気を使い、運動や健康的な食生活に
より、⻑く健康に生きることを目指したい。 110 25.6% 

2 健康に気を使いつつも、自然体で暮らしていきたい。 259 60.2% 
3 日々の生活の喜びやうるおいは重要なので、好きなものを食
べたり、嗜好品も求めたい。 61 14.2% 
 
問8 認知症は、加齢などに伴い誰もがかかり得る病気です。ご近所に認知症の方が暮らしてい
る場合の、あなたの考えにもっとも近いものを教えてください。 

回答枝 回答者数 構成比 
1 地域でずっと暮らしてほしい、見守りなども協力した  
 い 81 18.8% 
2 地域で暮らしておられたら良いと思うが、積極的な関わりを持
とうとは思わない 146 34.0% 
3 本人の暮らしや、不慮の事故や火事が心配なので、施設に入っ
た方が良いと思う 203 47.2% 
 
問9 今後介護を要する方が増加する中、人口減少などにより介護を担う人材の不足が懸念され
ています。介護人材の確保に関し、あなたの考えにもっとも近いものを教えてください。 

回答枝 回答者数 構成比 

1 介護保険料などの負担が増えても仕方ないので、介護職員の給
与アップなど処遇改善を進め、人材を充実してほしい。 170 39.5% 
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2 介護保険料の負担増は避けたいが、介護職の魅力発信などによ
り、介護人材の充実を期待したい。 178 41.4% 

3 生産年齢人口は減っており、人材不足はやむを得ない。確保で
きる人材の範囲で、できるだけの対応をしていくしかない。 82 19.1% 

 
問10 高齢者を地域で支えるボランティアによる、高齢者の見守りや、買い物、電球の交換な
ど、ちょっとした生活支援などの取組が期待されています。このような取組に対し、あなたの
考えにもっとも近いものを教えてください。 

回答枝 回答者数 構成比 
1 このような生活支援は、介護事業所など専門的な機関・企業が
担えば良いと思う。 96 22.3% 

2 自分もできる範囲で、このような生活支援の取組に関わりたい 188 43.7% 
3 生活支援ボランティアの取組は応援したいが、自身が積極的に
関わろうとは思わない。 146 34.0% 
 
問11 高齢者を地域で支えるボランティアに参加するとして、どの範囲なら協力ができそうで
すか。あなたの考えにもっとも近いものを教えてください。 

回答枝 回答者数 構成比 
1 両隣・向かい等のご近所 128 29.8% 
2 町内会内 132 30.7% 
3 小学校区内 50 11.6% 
4 市町村内 28 6.5% 
5 県内どこへでも駆けつける 3 0.7% 
6 限定しない 15 3.5% 
7 参加しない 74 17.2% 
 

  


